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�　２月１日に第８回定例理事会を開催し、３

項目を審議し、承認しました。

　１．２月のプログラムについて

　２．上期収支決算について

　３．ＩＭの委員会構成について

�　例会前に臨時理事会を開催し、地区国際奉

仕委員会より地区委員の就任要請があり、現

在地区国際奉仕委員の田中公一会員にもう１

年地区委員をお願いする事に決まりました。

田中会員よろしくお願いします。

 

例会及び日時変更

・・妹背牛ＲＣ　２月２８日の例会は深川ＲＣとの

合同例会のため、２月２７日午後

５時５０分、妹背牛カーリング場

です。

会報受領先

・・妹背牛ＲＣ　今年度№２４号～№２６号

�������　　　　　　　　　清水委員長

　本日の会報に委員会構成を載せていただきま

した。日時は５月１３日（日）、点鐘午後２時３０分

です。この日は皆様の用事がないようにして頂
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きたいと思います。研修交流会のテーマは「交

流と親睦」で、研修講演者は伊藤長英パストガ

バナーにお願いしています。後日実行委員会を

開催いたしますので各委員長さんはよろしくお

願いします。

����　　　　　　　　　　　　　吉田会員

　本日皆様のテーブルの上に上半期の収支決算

書をおいております。すでに理事会にて承認は

頂きましたが、皆様方のご質問をお受けいたし

ます。ご質問が無いようでしたらご承認をお願

いいたします。

�����　　　　　　　　　齋藤愛好会会長

　２月例会を２月２８日（水）午後６時３０分よりス

ナックいふにて開催いたします。今回も３卓位

出来る様にしたいと思いますので、会員の皆様

よろしくお願いします。後日出席をとります。

�����　　　　　　　　　　行徳副委員長

「著名人ロータリアン２」

　１９５５年版「ロータリー手続き要覧」によりま

すと、その出席規定の中で「応召会員」の例会

出席規定について次のような規定が見られます。

　国家の危急時に際して、軍隊或いはその他政

府の公用に動員された会員を有するクラブは、

理事会の意見として次のような処置を取る事が

出来る。

　クラブがもし欲するならば、応召会員に対し

て国家危急の間、出席と認めて賜暇をあたえて

も良い……うんぬん、とあり、所属するクラブ

の出席規定からは免除とされます。

　但し、平時においてはこの適用はなくなりま

すので、戦後ＲＩ復帰前後の東京ロータリーク

ラブにおいては、駐留アメリカ軍人で賑わった

そうです。

　太平洋戦争初頭、フィリピンにおいてアメリ

カ極東軍司令官時代、マニラロータリークラブ

の会員であったダグラス・マッカーサーが日本

軍の猛攻に追われ「アイ・シャル・リターン」

の言葉と共に魚雷艇でオーストラリアに逃れま

す。が、やがて反攻勝利の後連合軍最高司令官

として東京侵攻後、東京ロータリークラブの会

員となっておりますが、それがこの厳しい出席

規定に因ったものかは定かではない。

　（一部「ロータリーの源流」より）

・・第８回定例理事会無事終了　　　　中川会長

・・マルチプル・ポールハリス・フェローのバッ

ジ（サファイア入り）をいただきました

　齋藤会員

・・先週の卓話時間を超過してしまいました

　平間会員

・・ご忠告ありがとうございます　　　関野会員

　前　回　　７９３，０００円

　今　回　　　４，０００円

　累　計　　７９７，０００円

����　　　　　　　　　　　　　宮井会員

　私のようなものにこの様な発表の機会を与え

ていただきまして誠にありがとうございます。

せっかくの機会ですので大変生意気だとは思い

ますが、金融機関を取巻く環境等につきまして

お話をさせて頂きます。

　北海道は１９９７年に拓銀が破綻して丁度１０年目

を迎えます。金融機関は絶対に潰れないといっ

た不倒神話がありましたから、噂がいくら大き

くなっても破綻などとは考えませんでした。ま

してや都市銀行なんですから…。国の金融機関

もこのあたりが大きな転換期となったように思

います。道内金融機関の拓銀破綻当時の貸出金

残高は、９８年３月末で１６兆１千億円ありました

が、北洋銀行との統合後のちょうど１年後（９８

年３月末）には１４兆５千億円まで減少していま

す。これだけの減少ですから留萌地区も、その
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影響は大きかったのではないかと思います。

　ご存知の通り、その後も北洋銀行は拓銀との

経営統合に精一杯でしたし、道銀は不良債権処

理に追われている時期がしばらく続く事になり

ました。この結果、０５年３月末には貸出金残高

は１３兆円まで減少し、ピークから３兆円以上減

少した事になります。そんな右肩下がりの状況

も、０６年３月にはメガバンクが不良債権処理を

終え、道内行と併せ積極的に融資に乗り出して

きています。

　一方、この間の預金の流れは、超低金利のな

かにも関わらず生活防衛のため、個人は預金を

増やしています。反面、企業は設備投資を抑え

て、財務のスリム化や運転資金確保のため預金

の取り崩し、減少推移しています。全体として

は伸び率は低いものの増加推移しています。当

留萌信金も流れは全く同じ状況です。

　拓銀破綻までの間、無風に近かった道内金融

機関は、この１０年間で信用金庫業界は３１金庫か

ら２５に、信用組合は１４から８に集約されてきて

います。そのような中ですが、当金庫の自己資

本は少しずつですが上昇し、１４．６４％、金額にし

て１０３億円（１８年３月末現在）と、ほぼ道内業

界水準にあります。

　道内信用金庫合計の預金は５兆８千億円、貸

出金は３兆６百億円の規模となっております。

生き残った金融機関はほぼ軒並み好業績を上げ

て、自己資本比率を高めています。道内金融機

関の勢力図は、北洋銀行グループ、ほくほくグ

ループそして信金連合でほぼ均衡した状況にあ

ります。

　次回の卓話は「夕張市財政と留萌市」と言う

事を伺っていますが、題目からすると大変厳し

いお話となる事ではと想像しています。ご存知

の通り、ここ留萌市も人口減少と公共工事の発

注金額の減少で、他の道内地方都市と同様、地

域経済は大変厳しい状況にあります。特に公共

工事の道内発注額は、３官庁合計で９８年に２兆

９百億円あったものが急減し、０６年には１兆円

を割ろうかといった水準になっているそうで、

たまったものではありません。

　しかし、いかに環境が悪くなろうが、私達は

ここ留萌で事業を行ない、ここ留萌で生活して

います。当たり前の話ですが、他に移って行く

事ができない以上、やはり地元が良くならない

と私達の暮らしも良くなりません。

　先日の道新の「寒風温風」欄に今年の北海道

経済と言う題で上野日銀札幌支店長のお話が掲

載されていました。

　要約しますと、今年の北海道経済の景気予測

を語る上で大きな３つの流れがある。

　１．グローバル化

　２．人口減少

　３．財政再建の継続

この３つ流れは同時に進行して、複雑で強い化

学変化を北海道経済にもたらすだろう。去年と

今年は見た目には大きな変化は感じられない。

だが、５年間１０年間の変化は極めて大きい。毎

年の変化の積み重ねが「複利」できいてくる。と、

そのような中、日本全体は「人手不足」経済に

入った。これは北海道経済にとって大きなチャ

ンスだ。人的資源は北海道の最大の資産となろ

うとしている。すなわち、

　１）今後は世界と北海道を直接結ぶマーケッ

トが拡大する。

　２）そうした新たな分野に多くの雇用機会が

生まれる。

　３）民間企業の果たす役割が益々大きくなる。

　私ごとで恐縮ですが、先日北海道信用保証協

会が月間で発行している小冊子に原稿を依頼さ

れまして、なにを書こうか悩んだ末、「留萌自

慢」をさせていただきました。その原稿を書く

ため、自分なりに留萌の鰊や数の子の歴史、名

産などを調べてみました。改めて、自慢するも

のが沢山あることに気づきました。豊富な海の
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幸、山の幸。豊かな自然。すばらしい景観。国

の重要指定文化財の花田番屋、風力発電の風車

などなど。

　今、伊達が北海道の湘南として脚光を浴び、

全国でも人口増加が著しい地域になっているよ

うです。私達が住むここ留萌も、情報を発信す

ることによって、いろいろな可能性が見えてく

るのではないでしょうか。まず人口を増やすこ

とが地域活性化の一番の特効薬だと思います。

　皆様と共に知恵を絞って、留萌の明るい未来

を創造して行きたいものです。
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